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はじめに 

 

2010 年度より租税法修士論文指導がスタ

ートして以来、今日に至るまでに数十名の修

了生を輩出し、2015年 1月現在、国税庁に申

請された全ての修士論文が研究認定を受けて

いる。LEC 会計大学院では、マイルストーン

による管理の下、税法の専門家と論文構成の

専門家、文章作成の専門家が複数のチームを

組んで指導にあたる集団指導体制により、現

職をもつ社会人がキャリアを中断することな

く質の高い論文を執筆することを可能にして

いる。より効率的・効果的な指導を実現する

ため、毎期、研究指導委員会によって指導体

制や指導方法の振り返りとブラッシュアップ

が行われてきた注 1）。 

筆者は、本会計大学院の IT 領域を担当す

る教員として、教員間、教員—学生間の情報共

有や連絡をより確実に、かつ効率的に行うた

め、クラウドストレージやクラウド型グルー

プウェアの導入を積極的に行い、またその方

法についても試行錯誤を繰り返してきた。本

稿では、その一端を披露したい。 

 

メーリングリストからクラウド型グ

ループウェアへ 

 

2010年度の税法修士論文開始当初、コミュ

ニケーションのツールとして用いられていた

のは Google Appsによって提供されるグルー

プ（メーリングリスト）であった注 2）。研究指

導委員会の教員のグループに加え、マイルス

トーンの段階ごとに、教員と学生を含むグル

ープを作成し、連絡事項の伝達や情報共有を

行っていた。学生からのファイルの提出とそ

れに対するフィードバックのやりとりもメー

ルベースで行われていたため、教員が扱うメ

ールの量は膨大なものになり、その中から一

人の学生に対する指導の履歴を確認するだけ

でも大変な労力を要していた。 

そこで、2012年度より導入したのがクラウ

ド型グループウェアのサイボウズ live

（https://cybozulive.com）であった。サイ

ボウズ liveは、連絡や情報共有に活用できる

掲示板、教材の配布等に活用できる共有フォ

ルダ、イベント、ToDo リストを備えている。

掲示板はトピックごとに緊急性があるかそう

でないかによって通知のタイミングを設定す

ることができる。 

研究指導委員会では、学生を段階別、クラ

ス別のグループに登録し、グループ内に学生

一人一人の掲示板を設置した。毎週、学生は

作業を進めた論文ファイルをコメントと併せ

て各自の掲示板にアップし、教員も添削した

ファイルとコメントを掲示板にフィードバッ

クする、というように、やりとりを個人の掲

示板に集約することにより、一覧性をもって

進捗と指導の履歴を確認することが可能にな

89



LEC会計大学院紀要 第 12号 

り、メールでのやりとりと比較して大幅な効

率化に繋がった。また、グループ内では学生

同士もそれぞれの掲示板を閲覧することがで

きるため、順調に論文を書き進める学生が他

の学生の良い刺激となったり、学生同士で自

発的な議論が生じたりするなどの効果も見ら

れた。 

 

 

図-1 クラス別掲示板 

 

 

図-2 個人別掲示板のやりとり 
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この取り組みはサイボウズ live の導入事

例注 3）として紹介され、広く注目を集めるに

至った。 

 

クラウドストレージの導入 

 

一方で、租税法修士論文を執筆する学生数

が増大するにつれ、複数の学生が類似するテ

ーマや領域で執筆するケースが生じると、学

生が相互に執筆中のファイルを閲覧できる状

況が望ましくないケースも想定されるように

なった。そこで、ファイルのやりとりをサイ

ボウズ liveとは切り離し、クラウドストレー

ジの Dropbox（https://www.dropbox.com）を

経由して行うこととした。事務局のアカウン

ト内にクラス別のフォルダを作成し、さらに

その中に学生個人別のフォルダを作成して、

一人一人の学生と共有を行った。Dropbox か

らは Windows , Mac, スマートフォンやタブ

レット向けのクライアントソフトウェアが提

供されており、指定したフォルダにファイル

を保存したり変更したりすると、自動的に共

有先にもその変更が反映される。そのため、

学生は事務局と共有した Dropboxのフォルダ

に作業中の論文ファイルを保存しておけば、

常に最新のファイルが事務局と共有された状

態になる。また、一定期間、ファイルの変更

履歴（変更を保存した時点でのファイルの履

歴）が保存されるため、必要に応じて過去の

ファイルを復元することもでき、バックアッ

プとしても有用であった。 

一方で、研究指導委員会の全教員とフォル

ダの共有を行うことは事実上、不可能であっ

たことなどから、教員への転送は毎週、期日

を迎えた段階でファイルを一括で圧縮し、メ

ールにより転送する必要が生じた。このとき、

希に文字コードの問題から文字化けが生じる

などの問題が生じたことから、クラウドスト

レージによるファイルのやりとりは定着せず、

他の方法を模索せざるを得ない状況となった。 

 

メールとサイボウズ liveへの集約 

 

上述した様々な課題をクリアするため、

様々なツールのメリットを再検討し、現在、

メールとサイボウズ live に集約した方法に

落ち着いている。 

サイボウズ live は研究指導委員会の教員

と事務局のみのグループと、租税法研究指導

を履修する全ての学生が所属するグループの

2本立てで運用している。 

研究指導委員会のグループには、マイルス

トーンの段階・クラス別に分類された学生一

人一人の掲示板を設置。毎週の論文ファイル

の提出先は事務局のメールに一本化し、ファ

イルを提出する際には①前回の研究指導での

指摘事項②前回の指摘事項への対応の 2点を、

ファイルを添付したメールの本文に簡潔に記

すことを求めている。この 2点を明記させる

ことは、指導教員が毎週の変更箇所を効率よ

く把握できるだけでなく、現状の課題が何で、

それにどう対応する必要があるかを学生自身

が明確に意識することにも繋がっていると考

えられる。メールを受信した事務局は研究指

導委員会グループ内の当該学生の掲示板にメ

ール本文を転記すると同時にファイルをアッ

プロードする。 

ファイルがサイボウズ live の掲示板にア

ップロードされると、3 人一組でチームを構

成する租税法指導教員、論理構成指導教員、

文章表現指導教員がそれぞれ内容を確認し、

メールでファイルを返信する形で、あるいは、

研究指導の時間に対面で指導を行う。このと

き、メールで学生にフィードバックした内容

を掲示板に転記したり、対面での指導の際の

要点や、今後に向けて具体的に指示した内容
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等を掲示板にメモ的に記載したりしている。

結果として、学生一人一人の掲示板に学生本

人の取り組みと指導の記録が重厚に蓄積され

ていくことに繋がっている。租税法指導教員、

論理構成指導教員、文章表現指導教員は必ず

しも常に同じ空間で同時に指導を行っている

わけではないが、それぞれの指導内容を掲示

板で相互に共有できるため、それぞれ役割の

異なる 3名の教員の間で齟齬が生じることを

回避し、有機的に機能する状態を作れている

のではないだろうか。 

租税法研究指導履修者向けのグループは、

上述の通り、マイルストーンの段階を問わず

全ての履修者が同一のグループに参加してい

る。このグループでは、掲示板と共有フォル

ダのそれぞれについて、導入クラス、序論ク

ラス、プレ結論・本論クラス、完成クラスの

クラス別に分類されたものと全クラスを対象

にしたものとが設置され、マイルストーンの

各段階に応じた諸々の連絡や資料の配信が行

われている。 

 

 

 

図-3 序論合格をアナウンスする掲示板 

 

あえて段階別にグループを分けていない

のは、自身が身を置く段階よりもさらに上の

クラスの動向に早い段階から触れることによ

り、2 年間をかけて論文を完成させるまでの

過程を常に意識すること等を意図したもので

ある。また、序論合格のアナウンス等は上位

のクラスで執筆を進める学生にとっても大き

な刺激となっていることを耳にする。また、

SNS と同様に「いいね！」を押せる機能も、

モチベーションの維持に一役買っている。 

 

引用の妥当性を担保するしくみ 

 

本年度、論文の形式的な妥当性が一般的に

も広く問われることとなる出来事がニュース

となった。本会計大学院では、引用を行う際
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の引用箇所の示し方、出典の示し方等を修士

論文作成・提出要項に明記すると共に、日々

の研究指導でも繰り返し、丁寧に指導を行っ

ている。あわせて、組織的に引用の妥当性を

担保する仕組みとして、引用元の文献を PDF

化し、指導教員と共有する取り組みを開始し

た。学生は、自らの論文に引用した文献を PDF

形式で保管すると同時に、指定された命名規

則に従ってファイルに名前を付け、メールで

事務局へ送信する。事務局へ送信された参考

文献の PDFファイルは、クラウドストレージ

の Google Drive（https://www.google.com/ 

intl/ja_jp/drive/）内に設けられた学生個人

別のフォルダに格納され、指導教員と共有さ

れる注 4）。引用元の文献を指導教員と共有する

ことにより、学生、指導教員共に引用箇所に

ついて原典に遡れる状態を確保し、学生自身

と教員とのダブルチェック、トリプルチェッ

ク体制により孫引きや剽窃などを抑止するこ

とに繋がっている。同時に、引用を厳格に行

うことに対する学生自身の意識の向上にも貢

献している。 

おわりに 

 

2010 年度に 60 名を超える租税法修士論文

執筆希望者を迎え入れて以来、指導体制・指

導方法のブラッシュアップと並行して、ICT

を積極的に活用する事によるコミュニケーシ

ョンや情報共有の円滑化を模索し続けてきた。

サイボウズ live上の教員向け、学生向けの 2

つのグループを軸にした現在の方法は、租税

法指導教員、論理構成指導教員、文章表現指

導教員が三位一体となり、複数のグループを

構成して、働きながら論文執筆に取り組む学

生の指導にあたる現行の指導体制にマッチし、

本会計大学院の修士論文指導における ICTの

活用の形としてひとつの完成型に近いものに

なりつつあると感じている。今後、願わくば、

論文の完成を目指す学生が一人ももれなく、

目標に到達することができるよう、働きなが

ら学ぶ学生がより学びやすい環境を構築する

こと、そして、質の高い論文指導体制を側面

から支えるための仕組みの更なる充実を目指

し、引き続き、努力を重ねる所存である。 

 

（注記） 

注 1) 山本宣明 “税法修士論文の在り方―修

士論文作成のマイルストーン管理（その２）

に代えて―” 『LEC 会計大学院紀要』第

10 号 LEC 東京リーガルマインド大学大学

院(2012) pp.197-219.  

注 2）本会計大学院では Google Apps により

@g.lec.ac.jp のメールアドレスを学生と

教員に付与しており、一連の Google Apps 

 

 のサービスを利用できる。 

注 3）[活用事例] LEC会計大学院 研究指導委

員会 様 | チャットもグループウェアも

無料で使えるサイボウズ Live 

https://live.cybozu.co.jp/casestudy.ht

ml?q=2944 

注 4）フォルダへのアクセスは教員に限定さ

れ、学生本人はアクセスできない。 
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